
H15年7月に住宅地の一角に民家を改造して造られた施設です。地域にも少しづつ受け入れられ、ご近所の方から自
然に話かけてくださるようになってきており、地域の行事にも積極的に参加している。事業所理念として「住み慣れた
地域にて心和む時間の中で共に生き、家庭的な親近感を大切にしたい」を掲げ、毎日一人ひとりの能力にあわせて
できること（掃除、洗濯干しやたたみ、調理の手伝いとして、つぎ分けや皮むき、嚥下体操、リハビリ体操、散歩や買
い物等）の支援している。窓には、貼り絵や折り紙等で季節感が感じられるよう工夫している。食事は職員が作ってい
る為、食材に応じて変更することができ、利用者様の希望に沿った献立てにすぐに対応できており、家庭的な匂いを
近くで感じることができ楽しみとなっている。毎日のミーティングやケア会議にて日頃から利用者様の状況は職員間
で共有しており、利用者様が安全に、又安心して生活できるよう支援している。

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php



開設当初に創られた理念は、地域からの利用者が多い

こともあり、途中で代表者と職員で見直し検討を行い、
今の理念に変更している。事業所の特徴が盛り込まれ

た理念で、職員は毎日のミーティングの際に振り返り、
事業所の運営やサービスを提供する上での拠り所とし

ている。

市役所窓口へ書類の記入について尋ねたり、運営基準

についての問い合わせをして対応してもらっている。包
括支援センターからは、空き情報の問い合わせがあっ

たり、包括が開催する地域の介護予防教室に事業所も
職員と利用者が参加協力をする等、日頃から連携を

とっている。

法人内に設置している委員会の勉強会や外部研修に

参加した職員からの伝達研修により、学習の機会として
いる。職員は身体拘束をしないケアに努めており、特に

言葉の拘束にならないよう心掛けている。「ちょっと待っ
て」などと言わないようにして、待たせる時も理由を伝え

たり、時間を具体的に伝えるなど工夫をしている。



利用者、家族は直接職員へ言いやすい雰囲気があり、気に

なることは訪問時に聞いている。玄関に意見箱を設置して

いる。出された意見はすぐ職員間で検討しており、事例で

は、職員の名前が分かりにくいとの意見に、職員の写真、

名前プレートを掲示したり、プライバシーへの配慮では、個

室入口に暖簾を設置するなど反映している。年に１回の家

族会でも意見、要望を聞いている。





家族、知人の訪問が多く、利用者の部屋でゆっくり寛い
でもらえるようお茶を出し、接待している。家族や知人と

自宅へ帰ったり、行きつけのお店に一緒に行くなど、馴

染みの関係が継続できている。利用者の中には、職員
がドライブに誘い自宅周囲を回ることで、懐かしがられ

ることもある。

介護計画は、本人の意向と家族に現状を伝えたうえで

意向を確認し、職員会議で話し合いケアマネジャーが作
成している。毎月のケアの実施状況の確認は担当職員

が行い、６ヶ月で見直しを行っている。状況の変化が

あった場合は、その都度家族や主治医にも相談し会議
後に計画の変更を行っている。



理由開始前のかかりつけ医に、家族が付き添い受診を
継続している。家族による受診が困難になった方は職

員が付き添いを受診の支援をしている。希望があれば

協力医の往診も受けられる。受診時には日々の健康状
態を記入した「受診ノート」を持参して、かかりつけ医に

受診結果を書いてもらい、家族と事業所で情報を共有し
ている。

利用開始時に管理者が本人、家族に説明し意向確認を

行っている。利用者の状況に応じ主治医や家族と話し

合いながら意向に沿った対応を行っている。昨年は１名
の看取りを行っている。職員は法人のグループホーム３

事業所で「看取り」の勉強会を開催しており、管理者も
外部研修に行くなどチームで支援体制を整えている。



年２回避難誘導訓練を行い、１回は消防署が立ち合い、

夜間想定で行っている。訓練の際の地域への依頼は負
担感に配慮し、前日や当日の依頼をしており毎回の協

力には至っていない。スプリンクラーの設置や避難口の
表示もなされている。飲料水や非常食など、非常持ち出

し用物品等の準備もあり、職員も置き場所を把握してい

る。

定期的な訓練は実施されているところなの

で、有事に備え地域住民の協力や法人から
の応援など、より現実に即した訓練内容に

ついて検討する機会を持つことが望まれる。

職員は入職時に誓約書を提出するとともに、オリエン

テーションで管理者から理念に基づき指導を受けてい
る。利用者への言葉がけには十分配慮し、特に排泄に

関しては他者に分からないように配慮している。利用者
同士でのトラブルについても職員が間に入り、互いの誇

りを損ねないように対応を行っている。

職員が１週間交代で、家庭的な食事になるように計画し
ている。利用者は毎日、野菜の皮むきや切込み、朝食

後の食器洗いなど出来ることを進んで一緒に行ってい
る。２ヶ月に１度、メニュー決めから米とぎ、味付け、盛り

付けまでを全員参加で行う「調理会」を行なったり、近隣

の方や利用者が育てた野菜が食卓を飾るなど、職員と
共に旬を味わい楽しめている。



毎日入浴を行っている。入浴の順番は決めず、湯温の

好みや体調、本人のその日の気分で順に入っている。

家庭用の個浴のため、機械浴が必要になった場合は法
人施設で対応することができる。入浴中はゆっくりと話を

聴くように支援している。年に１回の温泉芝居見物の時
は職員が付き添い温泉にも入っている。



民家を増改築しており家庭的な雰囲気を残している。食
堂兼居間の一角にはソファーを対面に設置してくつろぐ

スペースとなっている。温湿度計や加湿空気清浄機を
設置し快適に過ごせるように配慮がなされている。２階

のトイレ前にはカメラを設置し、夜間のトイレ使用が安全

に行えるように見守り配慮している。

家具は使い慣れたものを持ち込んでもらっている。レー
スのカーテンを付けたいとの希望で、家族がカーテン

レールをダブルに変えたり、部屋の入口に暖簾を掛けた

りしている居室もある。家具の配置も利用者の希望で安
心して眠れるように変更するなど意向に沿った対応をし

ている。


